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カンボジア日本人材開発センター かな自然に恵まれた国といえます。したがって私

ホームステイの洋々たる夢開く
たちが知るカンボジアの人たちからは笑顔を絶や

さない穏やかな性格で家族思いといった印象を受

けます。仕事においても辛抱強く上司の指示には

富山県カンボジア王国親善協会・会長 素直に従う姿勢が見受けられます。

阪神化成工業㈱　代表取締役社長　高田順一 　富山県カンボジア王国親善協会の皆さんとの親

善、交流を目的にして参りましたがカンボジアか

　今年の富山の冬は気温が低い割には積雪が無く ら青少年を会員の家庭に短期間受け入れるホーム

例年に比べれば比較的に生活しやすかったのでは ステイ事業がこの目的にかなっていることを実感

ないかと思います。会員の皆様には暖かな春をお できました。過去２回実施しましたが、帰国する

迎えになられ健やかにお過ごしのこととお喜び申 時には互いに素晴らしい思い出をありがとうと言

し上げます。日頃は富山県カンボジア王国親善協 い合っており、家庭に受け入れることの意味は大

会の運営に関しまして格別のご協力をいただいて きいと思います。今回の会報は昨年１１月実行し

おり厚く御礼を申し上げます。 ましたホームステイ活動に関することに紙面の半

　私達が住む日本は温帯性モンスーン気候で有り、 数以上を割いていますので、是非ご一読いただけ

四季がはっきりしていることが特徴です。そして ればと存じます。

台風や地震などの自然災害と日常的に付き合わな 　今回はカンボジア政府が日本の独立行政法人国

ければいけない運命にあります。そのことが日本 際協力機構（ＪＩＣＡ）の協力を得て設立した日本人

人の自然観を育んできたと言われています。カン 材開発センター（ＣＪＣＣ）の協力を得ることがで

ボジア王国は熱帯性気候に属していますので雨季、 きるようになったことが最も重要な要素でした。

乾季の季節の違いがありますが、一年を通して高 ＣＪＣＣは王立プノンペン大学の敷地内に設置され

温です。私達から見れば、高温かもっと高温かと ており、常駐している日本人スタッフ渡部晃三様

いった感じでしょうか。雨季の豊富な雨量を灌漑 の全面的な協力を得ることができました。日本語

に利用した農法が主要作物のお米の生産には欠か の作文コンクールを行いとりわけ富山に関心を持

せないようです。国土の７０％が山地の日本と違い つ優秀な３人の学生を選考することとなりました。

耕作地が果てしなく広がっているカンボジアは豊 私はＣＪＣＣでこの３人とあいましたが、日本に対

する溢れる知識欲、日本語の高い能力、将来の明

確な夢を持っていることを知りました。このよう

な過程を経て互いの信頼関係の中で事業を行えた

ことが成功裏に終えることができた要因でした。

この事業にかかわっていただきました全ての皆様

のご尽力に改めて感謝を申し上げます。

　最近私の周りにカンボジアに関心を持つ人が増

えてきた感じがします。次回カンボジアを訪問す

るときにはぜひ誘ってほしいという人が何人もい

らっしゃいます。今年度も皆様のご協力で本協会

がさらに発展することをお願い申し上げます。

訪日が決定した３名の学生さん
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第４回・カンボジア王国訪問日程表
平成２５年１１月１日～５日

　当協会は、平成２０年３月１３日に『カンボジア王国を愛する有志』によって設立されました。

爾来もう４回目のカンボジア訪問になります。

　今回訪問の目的の一つは、「カンボジア日本人材開発センター＝通称ＣＪＣＣ」の、

渡部晃三シニアアドバイザー様にお会いすることでした。　 日本国際協力機構（ＪＩＣＡ）の組織内

場所は、「王立プノンペン大学」の敷地内に在りました。　　結果は次ページに記載しました。

カンボジア王国訪問団・参加者名簿

会　長    高田　順一 富山いきいきＬＣ 　 水谷　貴子

副会長 　 高井　芳樹 富山いきいきＬＣ 清水由香里

理　事 　 中山　隆 宇川　伝治

富山昭和ＬＣ 　 長江　正憲 大西　清志

富山昭和ＬＣ    舛谷　専一 日華親善協会 広島　寿雄　 （事務局長）

　 荒本　弘道 当会事務局長 中村　政勝

ニュージャパン 松浦　克行 　（添乗員）
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ＣＪＣＣについて

カンボジア日本人材開発センター(CJCC)正面 高田会長より、富山県の名産品お土産贈呈

ＣＪＣＣ渡部晃三アドバイザー様より、当協会への来日予定ホームステイ学生３名を紹介される。

左より１番目
エン　ソティアヴィーさん ２３歳 得意科目＝英語

　王立プノンペン大学　外国語学部　英語学科卒業 NGOボランティア日本語翻訳者

左より２番目
チャイ　ソティーニェットさん １８歳 日本語能力試験３級

　カンボジアメコン大学　日本語ビジネス学科 ＮＧＯの日本語の先生

左より３番目
チョン　ニアラデイーさん ２２歳 得意科目＝英語

　カンボジア大学　社会学部 CJCC日本語川柳コンテスト２位
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CJCC選考
富山県のホームステイ

CJCC選考
富山県で学びたいこと

訪日応募作文 訪日応募作文

エン　ソティアヴィ チャイ　ソティーニェット

　私はＣＪＣＣで　三年間日本語を勉強しており 　富山県に行くことが出来たら、日本の文化と富

ます。アニメで日本人とか日本文化に影響されま 山県にある文化が学びたいと思います。毎日私は

した。日本のことで一番気に入っていることは日 日本語の先生のようなアールバイトをしています。

本人がまじめなことです。いくら悲しくても、い 私は日本の文化が好きです。学生に頑張って日本

くら苦しいことにあっても、なかなかやめません。 語を教えています。時々折り紙や浴衣や着物につ

実は、私は自信が持ってなくて、失敗することが いて教えます。人々は何か分かっても、シェアし

怖くて、前は何でも途中でやめてしまいました。 なくて教えなかったら、分からないと同じです。

でも今はそうではありません。 おとうさんはあげるのはもらうのほうより幸せだ

　富山県はアルプスが有名な所ですから、きっと と教えたことがあります。忙しくても疲れても、

景色がいいです。日本の町はどんなふうにですか。 楽しく教えます。日本語が出来て、日本の文化も

私の国では町は天気がよくて、静かで、とても美 分かって、私にとってとてもいいことです。

しいです。農村は毎朝、早く起きて、田に働いて 　日本の文化は日本語を勉強している学生に関係

います。そして、収穫季節がついて、たのしいお があって、日本語を勉強するのを進めます。私は

祭りをします。ですから、私は日本人生活を知り 日本の文化が好きの理由ですから、日本語を勉強

たいです。 始めました。日本の文化は面白くて色々な祭りが

　日本の町カンボジアの町どうちがいますか。そ あります。例えば富山県に夜高あんど祭りやおわ

の質問にはまだ答えられない、どんなにいっぱい らかぜのぼんやあります。

アニメを見ても、少ししか理解できません。日本 日本は近代の国でも、日本人は自分の文化を忘れ

の事を聞いて、人によってさまざまな反応があり ないで毎年色々なイベントを行います。

ました。私の知り合いは日本人が優しくて、礼儀 　今年私はＣＪＣＣのきずなフェステバルに参加

正しいとわたしに教えてくれましたが、また別の しました。あのイベントは三味線や書道やのどじ

知り合いは日本人が同僚にとてもきびしくて、冷 まん大会がありました。特にカンボジアのホンボ

たいと言いました。どちらにしても、その意見は ックと日本のおもちつきの作り方を見せるプログ

正しいかどうか今わたしには判断できませんん。 ラムでした。二つのお菓子の作り方は同じところ

しかし、わたしが知っている日本人はよほどの事 も遠いところもあります。その時から文化の同じ

がない限り、なんでもは途中でやめなくて、「頑 ところを学ぶ興味があるようになりました。

張ろう」といっています。私はそんな日本人の気 　日本の文化がよく知られると、日本語を勉強す

持ちに感動しました。私にはそんな日本人の良い る興味がある人も増えます。その上、カンボジア

点がなくて、周りのカンボジア人達と比べてもよ に日本の会社が沢山あるので日本語が出来るカン

りいいところがないから、日本人のまじめさを尊 ボジアの若者は就職先を探しやすくてカンボジア

敬します。 が日本のような近代になれて貧乏な家族が少なく

　私は自分で実際に日本へ行って日本人たちの生 なる希望します。富山県に行く機会があったら、

活を知りたいです。日本人を見て、自分で日本人 帰国してから、日本で色々な経験や文化や生活な

なさいと言っても、私はどうしてもつづけるとな ど教えて、日本語を勉強するのを進めてほしいで

さいと言っても、私はどうしてもつづけると返事 す。

できると思います。自分の目でくらべてアニメで

知ってる日本と実際の日本はどう違うか知りたい

です。私の考えている日本は美しい国です。

人は優しくて、強いです。ＣＪＣＣを通して、

ホームステイのチャンスを自分のものにしてみた

いです。
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CJCC選考
富山県で学びたいこと

訪日応募作文

チョン　ニアラデイー

　私は今大学の三年生です。今日本語を勉強して

います。私の夢は大使館で働きたくて、日本人と

カンボジア人の友好の架け橋になってくれる人を 　

そだていたいので、国際関係を勉強しています。

　富山のホームステイのプログラムを見て、申し

込みたいと思いました。皆さんはしていたとおり

に、富山県は工場がいっぱいあると発達県です。 CJCC会議室にて、神妙な面持ち

それだけでなく、富山県は便利に住んでいる所だ

と思います。富山へ行ったら、いろいろな日本の

所を見学してみたいです。日本文化と習慣にとて

も興味があるので、もし富山へいけたら、ホーム

ステイの時は、ホストファミリーで文化と習慣を

勉強したいです。毎日家では何をしてかな、どん

なあいさつとお祝いをするのかなと経験したいで

す。例えば、ご飯を食べる方法と、住むほうほう

とか、日本事情など、このような異文化が知りた

いです。それに、日本の人はどんな生活をしてい

るのか知り合いたいです。毎日どんな仕事がして、

それで、「日本の人はどんなコミュニケーション

があるか」と勉強したいです。本当、私は日本で 早速、来日に関しての個別指導開始

生活が経験したいです。それだけでなく、今、日

本語を勉強していますが、日本語を話すチャンス

があまりありません。ですから、もし、富山へ行

って、ホームステイができたら、その機会を使っ

て、日本語を話す練習をして行きたいと思います。

それで、日本にはいつお祝いを話しますか。日本

とカンボジアはどう違いますか。そして、日本の

環境はとてもきれいです。それで、環境をきれい

にたもつということはどうするか勉強したいです。

特に、富山の教育を知りたいです。カンボジアが

同じ日本の教育と事情をするには、どうすればい

いのだろうか研究したいです。そして、私は日本

語をべんきょうだけでなく、日本文化と習慣の勉 CJCC建物の前通り＝自転車で身動き取れず

強がかかせないです。

　富山ではたくさんのことを勉強したいのに、詳

しく話せなくて、もしわけございません。富山へ

行く機会があれば、帰国の時、自分の家族や友達

や大学の先生に富山の経験を発表したいです。さ

らに、日本大使館ではたらく前に、日本の文化や

生活について知っておく必要があったほうがいい

と思います。

◆３名の文章は、全て原文のまま転記してあり

　ます。

感動と感激、そして感涙の連続です。

先生２名＋学生３名を囲んで夕食会
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アンコールトムの入り口で早くもポーズ 中山さん。日本武士道のニタリ顔

像さんも、ドウドウ、サイサイと言うんかな アンコールトムの巨大な石塔群

恒例の小出陽子さん経営の店で昼食 アンコールワットの正門前の大通り

アンコールワットの絶景ポイント アンコールワットの荘厳な落陽
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　夕食のお酒よりも、美女の踊りに酔いしれるヨー　　　ドジョウすくいだって？　ソックリー

王宮見学　富山城址公園の５倍は有ります 独立記念塔の前で、歩き疲れて一休み

　高田会長・阪神帰国第一期研修生と懐かしの対面ポロリ　海鮮酒家でタイワ精機モニラ社長と（右下）

タイワ精機カンボジア本社（車窓より） 　　　 アレッ。富山本社の成川さんが先生だー？
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さあ～いよいよホームステイ学生の来日だ～！！

受け入れ学生の氏名 前半受け入れ 後半受け入れ　＆富山空港

エン　ソティアヴィーさん 高井  良一様宅 戸田　治様宅　＆空港まで

チャイ　ソティーニェットさん 高田　順一様宅 中山　隆様宅　＆空港まで

チョン　ニアラデイーさん 浅井　　茂様宅 中村欣司様宅　＆空港まで

◆経歴出身等詳細は、３ページに記載
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立山の室堂で、石黒美和さん親子３名＋阪神化成研修生＋青海先生を含めての記念写真

雪を見るのが初めてなのに、ソリまでも！ 　　 ➽ ➽ ➽　結果は上々の滑りかな？

民族衣装で歓迎晩餐会　高田会長の訓示かな？　　奇しくもエンさんの誕生日　　第一ホテル

 タイワ精機での、直立不動形国際餅つき大会開催　  　　 阪神化成研修生も含めて成果発表
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 富山大学・松本謙一教授と学生等６名との交流会　カンボジア初の富大留学生、サウさんも参加16P

富山ガラス工芸センターにて、花瓶作り　　　　　中村茂信専務理事様に多々ご指導を賜わる

　あの有名な『ご近所ラジオＫＮＢ』に生出演　　　　　当然の如く日本語で、堂々と受け答え

村家博議長様は優しいお方ですね～ 北日本新聞社・島隆司専務様より拝受
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　　魚津水族館　　竜宮城の乙姫様の気分で～す　　　　カンボジアには水族館は有りませ～ん

魚津市の香龍中華料理店　　高岸副会長と 芝園小学校で富山昭和ＬＣとチューリップ植え

長江様宅・奥座敷　　　長江城の三姉妹 長江様宅・中の間　　華道免許皆伝か？

長江様宅・下の間　　今度は茶道に挑戦 長江様宅　　　絶景の大庭園
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ホームステイ学生帰国報告
おまもりでも売っています。

　１７日に立山に行きました。とても寒いので、

長靴とセーターとめがね持っていかないといけま

エン　ソティアヴィー せん。雪がいっぱいありました。はじめて雪を見

ました。うれしかったです。

　日本へ行くのは十日だけです。短い時間だけど 　１８日にＹＫＫとファインネックスに行きまし

私にすごく大事でいい思いです。 た。有名な会社でした。現在カンボジアはそんな

　いろいろで有名なところへ行ったり、おいしい 会社がなくても、将来あるのを希望します。頑張

料理を食べたり、とても楽しかったです。有名な ります。

会社　たとえば　ＹＹＫ（YKK）とかＦＩＮＣＳ 　１９日に富山大学訪問しました。３人の大学生

（ファインネックス）です。 に会いました。彼らはとても頑張って勉強してい

 一番いいのはカラス（富山市ガラス工芸センタ ます。ですから、国のために、私も頑張らなけれ

―）を作ったところです。あそこでじぶんでカラ なりません。

ス（花瓶）がつくられました。そんなすこいとこ 　２０日に、ガラス工房に行きました。好きなコ

ろへいけたのは　すごく　うれしかったです。 ップの形を作られます。楽しかったです。

　ホストファミリーはやさしくて、こころがあた 　２１日に魚津水族館に行きました。魚が沢山い

たかい人です。どんなさむいてんきでも、私のこ ます。見えたことがない魚は今見られました。す

ころはいつもあたたかいかんじました。みんなは ごかったです。

私のことを　いつも　しんぱいしていただきまし 　２２日に、はじめて着物を着ました。そして華

た。いつもおいしいたべものをつくっていただい 道と茶道について習いました。

て、私は本当にうれしくて、感動しました。 　２３日に、お母さんのおばさんの法事に行って

　短い時間だけど、私はさまさまで　すこい体験 来ました。黒い服を着て行きました。私にとって、

してよく勉強になりました。日本の文化、習慣、 めずらしい経験です。

科理（料理）と生活をべんきょうしました。

　じつは、私はいいたいことがたくさんあります 　最後、面白い所を連れて行って、日本の文化を

が、でもことばを通して、自分のきもちをあらわ 習うチャンスをくれて、お世話になりましてとて

しないですが一番いいたいのは日本が好きです。 も有り難うございました。私は帰国してから、日

　みなさん　まことに　ありがとうこかいます。 本で色々な経験や文化や生活など頑張って教えま

こころからかんしャします。みなさんのおかけて、 す。

私の夢がかないました。たくさんいいおもいをつ

くりました。ところで、いつでも、私は日本のこ

と、みんなのことをわすれません。日本はわたし

のこころにいつも、すっとあります。

チャイ　ソティーニェット

　はじめまして。私はチャイソティーニエットと

申します。はじめて　日本に着いた時　びっくり

したのは天気とけしきです。日本の道はごみがあ

りません。日本人はとても　親切です。とても

寒いですから、いつも私を心配しました。日本人

は交通のルールを守ります。道が静かでも、信号

は赤くなると止めます。１０日間の間に色々な経

験を受けました。 富山県中央植物園・中田政司園長様と

　ホストファミリーのお母さんは沢山料理を作っ

てくれました。日本料理は美味しかったです。ホ 世界中の花木。そして世界遺産の中国雲南省

ームステイ中色々な所に行きました。 産の『石林』。　この膨大な敷地を「電気自

　１６日にお母さんは私を神社に連れて行きまし 動車」に乗って散策。中田政司園長様に最後

た。結婚式やしちごさんや神社で行います。 まで説明を受け感謝感謝の雨あられでした。
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チョン　ニアラデイー 送別会の、何とも言えない風景　第一ホテル

　はじめまして、私はチョン　ニアラディーとも

うします。カンボジア大学の４年生です。

　はじめて、にほんへきたので、ちょっとしんぱ

いでけど、とてもうれしいです。日本にくる前に

日本文化や習慣を経験したいでしたが、日本語が

あまり上手じゃないでしたから、きんちょうしま

した。でも日本にきた時、とてもびっくりします。

そのとき、私ははじめてもみじを見ました。本当

にきれいなけしきですね。

後、阪神社（阪神化成工業）に行って、中村さん

と高田社長とたかたさんと食事しました。食事を

おわったあとで、ホストファミリーお母さんにあ

って、いっしょにお母さんのうちへいきました。

ホームステイの時、お父さんとお母さんとむすこ

とむすめはとてもしんせつですね。この時、私は、

日本文化や生活けいけんしました。さらに、私は

おいしいりょうりをたべられて、おもしろところ

へいって、すばらしいとおもいました。私は、そ

ばとてんぷらが大好きですね。

　日本にはおもしろところがいっぱいあります。

たとえば、ごかいやまやたてやまなどです。たて

やまとごかいやまはとてもきれいなところです。

私はゆきを見たことがなかったら、たてやまへと

どった時、ゆきをみえて、さわられて、とてもう

れしかったです。

　この時、私は富山けんのゆうめいな工場や会社

へけんがくできました。工場の中に人が多くない

です。いつも工場の中に自動マシンをつかいたの

で、とてもおもしろかったとおもいました。

　みじかい時ですけど、いろいろなすばらしけい

けんをできて、とてもたのしみでしたね。

　私たちはどこでもいくても、富山の人たちとホ

ストファミリはあたたかあいさつがあるし、みな

さんはあかるひとですね。私は分からないの時と

かまちがったことをした時は、みんなさんはいつ

もおしえてくれました。

　最少は、私は本当にありがとうございました。

きかいがあれば、私は富山にもういちどいかなけ

ればなません。カンボジアへかえっても、この時

をおもいだします。私は富山けんの人とけしきが

大好きです。これからお世話になりました。

◆紹介 チョンさんの作品です。

母の手は　まめができても　愛がある

ＣＪＣＣ日本語川柳コンテスト２位

相変わらず中村の待合室。高田和子さんと
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カンボジアからの、阪神化成第３期研修生 出身地 全員カンボジア王国

富山大好き頑張り記！
来富日 ２０１３．１１．２１

勤務先 全員、阪神化成工業株式会社

ソック　スレイニェン（チェター） ソック　スレイネット（ネット）

　はじめまして、私の名前はチェターと申します。 　初めまして。ネットと申します。日本に来る事

カンボジアからまいりました。外国に行ったこと ができてとても良い事です。日本に来て一番おど

がないので、はじめて日本に行った時に、とても ろいたのは雪を見る事です。自分の国は雪がふら

きんちょぅして、さびしい気持ちになりました。 ないのでだからおどろいたです。もちろん自分の

誰でも知らなかったからです。でもびっくりした 国じゃないのでちょつと大変です。生活はまだ慣

ことがありました。日本では道がきれいだし、ゴ れていないし新しい事もいっばいしそれに日本語

みもないし、それに安全な国です。今まで日本の です。ですけれども今はもう慣れていると私は思

生活とか天気などをちょっとなれてきています。 います。私は初めて工業で入る時難しい事が沢山

　12月20日阪神化成工業に仕事に入りました。工 ありました。特に漢字がいっぱいです。機械も多

業でみなさまは私に仕事を教える時、やさしい教 いです。私は勉強しないといけないです。最初は

えました。ある日、私はまちがったことをやった 沢山事が間違いました。でも負けずにもっと頑張

けど、みなさまからまたやさしい教えました。だ りたいです。誰でも間違えたことかあります。そ

からみなさまは私の家族じゃないけど、私の心が ういう事を自分で応援します。日本人方はとても

あたたかくなっています。でも今まで色々なこと 優しいです。私は何回でも間違ったらずっと応援

をたくさんしています。仕事のし方とか、人間の してくれました。

考え方などをたくさん分かりました。前は私の考 　もう一つ言いたいのはここで仕事ができてとて

え方は子供みたいですが、今は私の考え方は大人 も嬉しいです。残っている時間は前向きな気持で

みたいです。これは色々なことにあったからです。 頑張って行きたいです。皆様本当に本当にありが

そして三年間で日本にすんでいるあいだにはどん とうございます。

なことあってもあきらめないで、まえむきをある

きます。「しっぱいはせいこうのもと」これは大

好きなことわざです。

　さいごにつたえたいのは「みなさまにであって、

良かったです。」色々なことをてつだってくれて

本当に本当にありがとうございました。

１４Ｐ



カンボジアの青い空
♥ ◆ ♣ ♠

♥ ◆ ♣ ♠ みんなで応援しているよ～！ カンボジア王国親善協会

ロッチ　ペアロム（ロム） チュオン　ソカー（ソカー）

　こんにちは、日本は始めて外国です。日本では 　わたしのなまえはソカーともします。わたしは

生活と天気はカンボジアとぜんぜん違います。 ２４さいです。

2013年11月21日から、日本の生活が始まりました。 　にほんにきてからとてもびっくりしました。に

富山県はちょっと寒いですが、寮でずっと暖かい ほんはとてもきれいです。とやまけんはあんぜん

です。今年は始めて雪を見ました。雪が降る時、 なけんです。みちではごみがありません。にほん

周りは白くなります。その時日本は白い国になり のこうつうはいいです。ここでやまとかきとかた

ました。すごく素晴らしいです。日本はきれいな くさんあります。

国と素晴らしいです。 　ここにきてから、せんせいかたと、せんぱいだ

　工場に入って最初はとても心配しています。で ちからもあたたかくむちをもらいます。まず、こ

も日本人の主任は工場の中の色々な事を教えてく うじょうではいって、とてもきんちょうです。さ

れました。日本人と中国人はとても親切です。 いしょはしごとをみるときむずかしいとおもいま

私は分からない事があれば、皆さん、すぐに優し すが、じぶんでやる、あまりむずかしくない。

い声を教えてくれました。毎日、日記を書いて、 かいしゃのひとは、とてもやさしいです。おたが

主任にチェックして、もし間違った言葉ある場合 いにまもることがいいです。ここにきて、いっし

は直してくれます。今、日本語と漢字はもっと上 ょうけんめい、しごとをやります。

手になりました。 　もうひとつは、にほんごがもっとじょうずにな

　阪神化成工業で働いて、いつも暖かい気持ちを りたいです。

もらいました。皆さんのおかげで私達は元気にな

ります。三年間の間によろしく願いします。いつ

も、ありがとうございます。

原文のまま、転記してあります。
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内閣府主催　青年国際交流事業 れているのかな」と思っていましたが、それ以外

「国際青年育成交流」帰国報告
にも理由がありました。カンボジアの負の歴史で

あるポル・ポト政権時代の大虐殺により、多くの

知識人が殺されました。同時に、クメール語の学

『カンボジア青年との交流からの気づき』
術書もたくさん処分されました。カンボジア青年

は「クメール語の専門書が残っていないから、専

津田塾大学　　英文学科 門的な勉強をするためには英語の書物を読まなけ

高井　ちひろ ればいけない。そのために英語の勉強が欠かせな

い」と話していました。そんな複雑な背景がある

　視野を広げ、「井の中の蛙」である自分を変え ことにびっくりしました。

たいと思い、平成２５年度内閣府国際青年育成交 　カンボジア訪問は今回が２回目でしたが、ホー

流事業カンボジア王国派遣団に参加しました。昨 ムステイをして民家で寝泊りしたのは初めての経

年９月に１８日間、カンボジアの首都プノンペン 験でした。水のシャワーを浴び、床にゴザを敷い

とシェムリアップに滞在しました。 て寝ました！最初の夜ご飯では、川魚を使ったカ

　現地では、日本大使や州知事に表敬訪問をはじ ンボジアの伝統的な家庭料理でもてなしてくれま

め、カンボジアで活躍されている日本人のお話を した。１つ年上のステイ先の女の子とはとても仲

伺ったり、様々なプログラムがありました。 良くなることができ、浴衣のプレゼントのお返し

　その中で最も印象に残っているのが、カンボジ に民族衣装をもらい、着せ合いをしたのも楽しい

ア青年との交流です。市内案内や、熱いディスカ 思い出です。　

ッション、ホームステイを通して様々なことを教 　事業を終え、成長の勢いを感じさせる東南アジ

えてくれました。 アにより一層魅了されました。「途上国」の伝統

　カンボジアの教育格差について議論した時は、 保護と開発についてもっと学びたいと思い、フィ

プノンペン出身の裕福な家庭の学生と、地方から リピン大学の交換留学生に応募し、新年度から派

上京し、奨学金を貰って大学に通う学生との問題 遣されることになりました。日本での生活とは全

意識の違いを感じました。裕福な学生は「格差の く違う環境を楽しみ、多くの気づきと学びが得ら

問題は確かに重大な問題ではあるが、教育を受け れる１年間にしたいと思います。

られる者として学び国に貢献していくことが、私

たちに求められていること」と話してくれました。
平成２６年度総会案内及び講師紹介

対して地方出身の学生は「学ぶ意欲はあるがチャ

ンスがない地方の学生にもっと機会を与えたい」

と熱く語ってくれました。どちらにも共通してい

たことは「自分たちが国を担っていく」という強

い意思を持っていたことです。

　カンボジア青年の英語の流暢さにとても驚きま

した。初めは「観光立国だから英語教育に力を入

総会日時＝５月２４日（土曜日）PM5:00～8:00
場所＝富山電気ビル５Ｆ
講師＝サウ　カムリ様（富山大学留学中・文部省）
　　　写真左側　　国籍＝カンボジア  10P参照
教授＝バハウ　サイモン　ピーター先生

　　富山国際交流センター、副センター長
　　写真右側 　国籍＝パプアニューギニア
編集後記

　今回は、訪問とホームステイが同じ月に行われ

掲載写真等の多さから、恒例の皆様からの文章が

カンボジアの大学生との交流会風景 掲載できず、真に申し訳有りません。

オレンジ服の右側１番目が私です。 　左側写真の高井ちひろさんは、当会副会長の

高井芳樹様のお孫さんです。
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